
 

2025 年 ８ ⽉ ８⽇   
  ⼀般財団法⼈ちくご川コミュニティ財団 

 

 

休眠預⾦等活⽤事業「ひとりひとりに合った多様な学びを⽀える 

地域共⽣事業〜お互いが伸ばし合う⼿を結ぶ⽀援と信頼の構築〜」 

実⾏団体公募内定団体の決定について 
   

   
ふくおか共育コンソーシアム（幹事団体：⼀般財団法⼈ちくご川コミュニティ財団、構成団体：⼀

般社団法⼈家庭教育研究機構）は、休眠預⾦等活⽤法に基づく実⾏団体の公募を実施し、内定団体を
決定しました。 

今回、17 事業（17 団体、内 4 団体はコンソーシアム申請）の申請があり、審査の結果、5 事業（5
団体、うち 1 団体はコンソーシアム申請）を選定しました。事業期間は最⻑ 2 年 7 ヶ⽉、助成総額 は
約 1 億 2270 万円です。 

※実⾏団体名とその事業名等は別表の通りです。 

   
今後、内定団体は弊財団との資⾦提供契約を締結後、本年 8 ⽉から事業を開始する予定です。   

   
   
   
 
   

＜本件に関する問い合わせ＞   
一般財団法人 ちくご川コミュニティ財団   

〒830-0048 福岡県久留米市梅満町 563 TEL：0942-34-5600  
FAX：0942-34-5777   

E-mail：kyumin＠c-comfund.com（休眠預金等活用事業窓口）   
 
  



（別表）2024 年度休眠預金等活用事業「ひとりひとりに合った多様な学びを支える地域共生事業」 

実行団体公募 採択事業  

  

事業名 
つながる学びの森プロジェクト 

〜不登校の子どもたちへ届ける、学びの場とアウトリーチ支援〜 

団体名 労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 西ふくおか事業所 

所在地 福岡県福岡市  

事業の概要  

1. 不登校の子どもたちや保護者の居場所  

1－①フリースクールの立ち上げ（週 3 日程度の開所）1-②不登校の子どもと保護者の居

場所（週 1 回）1-③地域の人たちをはじめ不登校の子どもたちや保護者が集いやすい平日

昼間の子ども食堂。居場所に来ているこどもたちのニーズに応じた関係機関との連携。 

2. 引きこもりや外出困難な子どもたちへの訪問支援（アウトリーチ）  

居場所に来ていた子どもたちの中で引きこもりがちになっている子どもたちに加え、近

隣の小中学校のスクールソーシャルワーカーや社会福祉協議会、地域の民生員会など連携

し、アウトリーチ活動をおこない、1の子ども食堂・居場所などにつなげていく。 

3.不登校をはじめとする子どもや保護者のカウンセリングルーム「よかよか相談室」の設

置。保護者会の開催。社会福祉士、公認心理士が保護者の相談に応じ、心理的なサポート

を行ったり個別のニーズに応じて学校や社会資源につなげていきます。また保護者同士の

交流をつくります。自治会などの地域、学校、行政機関（子育て支援課・児童相談所）、社

会福祉協議会、近隣の大学と連携し地域で不登校の子どもたちを支えるつながりの輪を作

ります。そこから事業の行政委託や自主事業の経営につなげていきます。 

事業期間 2025 年 8 月～ 2028 年 2 月 

助成額  

助成金 24,484,280円（直接事業費 20,826,280円、管理的経費 3,658,000円） 

評価関連経費 1,200,000円  

合計  25,684,280円 

選定理由 

これまで積み重ねてこられた実績のベースに加えて、本事業においては、児童生徒の段階

に応じた細やかなアウトリーチや、保護者の相談の機会が充分に設定されている点が評価

されました。不登校児童生徒やその保護者の抱える課題を、しっかりと捉えられており、

活動の内容についても具体的で、着実な今後の広がりが期待されます。  

  
  
※助成額は実行団体よりご提出いただきました事業計画書・資金計画書に基づき算定しております。   



事業名 
ちっご学びの広場プロジェクト  

～誰も取り残さない、地域共育のまちへ～ 

団体名 
一般社団法人 KATARU 

〈コンソーシアム申請〉公益財団法人筑後市文化振興公社 

所在地 福岡県筑後市 

事業の概要  

私たちの事業は、「生き抜くチカラをつけるために、学ぶココロを取り戻せる環境」をコン

セプトに、すべての子どもが笑顔になり、学ぶ楽しさを実感できる新しい学びの場を提供

します。学校に馴染めなかったり、不登校の状態にある子どもたちに寄り添いながら、「学

ぶって楽しい」と思える体験を届けることを目指します。 

活動の中心となるのは、民設民営図書館「みんとしょかたる」です。ここを拠点に、オン

ラインや訪問支援も活用しながら、地域の大人たち「カタリスト（一般社団法人 KATARUの

サポーター）」が、特技や経験を活かして子どもたちに多様な学びの機会を提供します。 

学習支援では、イエナプラン教育の考え方を取り入れ、子ども自身がテーマや学ぶ時間を

選び、探究型の学びや教科学習をサポートします。 

さらに、地域活動や企業見学などを行い、生活力やコミュニケーション力、自己管理力な

どの「生きる力」も育むことを大切にしています。 

また、地域、行政、企業、保護者がともに教育を考え支える「ちっご共育委員会」を設置

し、学校に限定しない多様な学びの選択肢を地域全体で広げていきます。 

これらの取り組みを通じて、子どもたちが自己信頼感や自己有用感を取り戻し、自分らし

く自律して生きていけるよう支援します。 

事業期間 2025 年 8 月～ 2028 年 2 月 

助成額  

助成金 24,995,930円（直接事業費 21,322,770円、管理的経費 3,673,160円） 

評価関連経費 1,185,000円 

合計 26,180,930円 

選定理由 
本事業における活動の中心となる、民設民営図書館「みんとしょかたる」の居場所づくり

が画期的であること、また、「親も苦しまない社会を目指す」という親への支援を重視する

という理念が明確であり、その点が評価されました。  

  
  
※助成額は実行団体よりご提出いただきました事業計画書・資金計画書に基づき算定しております。  
  
  
  

 
 
 



事業名 
子どもの希望・エスペランサプロジェクト 

～子どもがありのままでいられる多様な居場所づくりを通して～ 

団体名 認定特定非営利活動法人 ミタイ・ミタクニャイ子ども基金 

所在地 福岡県福岡市  

事業の概要  

福岡市早良区にある駄菓子屋エル・パライソは、前身が 17年続いた駄菓子屋であり、子ど
もたちの居場所となっていた。2020 年度より、学習スペースや国際理解教育を加えた子ど
もの居場所として機能している。これまでに、駄菓子屋と学習スペース、夜の居場所、お
むすびの居場所、国際理解教育を行ってきた。子どもたちの中には、不登校やヤングケア
ラー、外国につながる子どもたち、経済・社会的課題を抱えた子どもたち、経済的には恵
まれていても家庭や学校に居場所がないと感じる子どもたちも含まれている。中には自殺
未遂をした子どももおり、駄菓子屋の空間が命をつなぐ場所になったこともある。 
 本事業では、上記の活動に昼の居場所を追加で加える。1年目は不登校の子どもや保護
者へのアウトリーチを行う。また、保護者会なども開始する。2年目は、これまでの活動
に加え、昼の居場所の活動を定着させ、多様な学びの場を展開する。3年目は、学校や他
組織とも連携を図り、フリースクールのような単位認定を模索する。また、助成金終了後
の持続可能性を担保するため有料の居場所についても検討していく。本事業では、事業終
了後 5 年後に、駄菓子屋エル・パライソが福岡市早良区地域において居場所として機能
し、受益者である子どもたちひとりひとりが自分に合った多様な学びの場を見つけ、あり
のままの状態で自分らしく安心して過ごすことのできる空間を確立する。 

事業期間 2025 年 8 月～ 2028 年 2 月 

助成額 

助成金 23,930,520円（直接事業費 21,030,020円、管理的経費 2,900,500円） 

評価関連経費 1,068,000円 

合計 24,998,520円 

選定理由 

国際協力・多文化共生などへのアプローチという団体の強みを生かした、既存のユニーク

な取り組みに加え、本事業で更に昼の居場所（学びの場）を提供するなど、新しい取り組

みの提案により支援を拡大・拡充させていく点や、指標の設定に関しても評価されまし

た。  

  
  
※助成額は実行団体よりご提出いただきました事業計画書・資金計画書に基づき算定しております。  



事業名 
ミライスイッチ・ネットワーク事業 

〜みんなで伴走する子どもたちが自ら描く可能性〜 

団体名 一般社団法人 OMUTA BRIDGE 

所在地 福岡県大牟田市 

事業の概要  

本事業は、不登校の子どもが家庭・学校・地域で多様な人々と出会い、経験を通じて自己

理解を深めながら、自ら選んだ学びに伴走できる新たな連携モデルを共創する。 

その三つの柱として、第一に「ライフサポーター」を育成し、要対協ケース等の家庭にア
ウトリーチで伴走しながら生活スキルを学ぶ機会や ICT学習支援を行うことで、在宅時の
学びや生活経験を支える実践モデルを構築し政策提言に繋げる。第二に「啓発と研修」に
より年間 20 人規模で担い手を育成し地域支援の強化と継続性を図る。第三に「ハートフル
メンター」となる地域人材を校内教育支援教室に配置し、教員・地域・企業・NPOが参画
するチームを結成。多様なロールモデルとの出会いや体験的学びの機会を共創すること
で、市民一人ひとりが子どもの育ちに関わる担い手となり、相互の関係性の中で育ちを支

える社会モデルへの転換を図る。 

これらの取り組みを通じて、子どもたちが孤立せずに自らの意思で学びを選び取るプロセ
スを支え、その中で子どもの変化に触れながら大人も変容していく「共育ち」の循環が生
まれる。地域変容と制度変容が連動することで、包摂的で持続可能な教育環境の実現をめ
ざす。そして個別支援から地域協働体制の構築、制度提案までの流れを形成し、多用な学
びへのアクセスや自己肯定感の向上を実現し、子どもが未来を選択する力を育む地域社会
の形成を目指す。 

事業期間 2025 年 8 月～ 2028 年 2 月 

助成額 

助成金 24,881,000円（直接事業費 22,826,000円、管理的経費 2,055,000円） 

評価関連経費 1,050,000円 

合計 25,931,000円 

選定理由 

「未来を担う子どもたちを育む」という理念が一貫して感じられることや、新しい支援の

仕組みが考案され、事業とそれに関わる人の役割についても、しっかりと構造化されてい

ました。また、評価・分析にも力点が置かれており、エビデンス型政策提言に繋がること

が期待されます。  

  
  
※助成額は実行団体よりご提出いただきました事業計画書・資金計画書に基づき算定しております。   



事業名 
「農×福×育」連携による地域共生型アウトリーチモデル構築事業 

〜それぞれの学びの形を認め合う社会〜 

団体名 ほしのこども学舎 

所在地 福岡県糟屋郡 

事業の概要  

【基本コンセプト】本事業は、農業・福祉・教育の 3分野が連携し、不登校児童への新た
な支援システムを構築する。3分野が抱える普遍的課題（農：担い手・人手不足 ／福：担
い手・就労先不足／育：学習機会不足）を相互補完する強固な関係性が、不登校支援の安
定的な基盤となる。農業が「はたらく場所・まなぶ場所」を、福祉が「障がいを抱える方
の底力・高齢者の知恵」を、教育が「未来の担い手」をそれぞれに提供し合う互恵関係を
基軸に、子どもたちの社会参加や所属をサポートする。 
【具体的取り組み】①魅力的な居場所づくり：「平日おしごと農業」におけるプロ農家との
農業体験、特別養護老人ホームでの「さんすまいる祭り」における出店や世代間交流、「よ
くばり体験パレット」での多様な体験学習など、子どもたちが自ら望んで「行きたくなる
場所」を提供する。②段階的アウトリーチ支援：子ども食堂・親の会などの「信頼できる
身近な大人」を介した間接的な声かけを起点とし、①への活動参加を通じて信頼関係を築
きながら段階的に直接支援へ移行する複層的制度により、これまで支援が行き届いていな
かった子どもへの慎重なアウトリーチを図る。 
【持続可能性と全国展開】農業クラブの有料会員制度、福祉施設とのイベント協働運営、
放課後等デイサービスの機能付加等により収益基盤を確立。運営マニュアルなどの成果物
無償提供により、全国の地域団体での展開を実現する。 

事業期間 2025 年 8 月～ 2028 年 2 月 

助成額  

助成金 24,400,000円（直接事業費 20,800,000円、管理的経費 3,600,000円） 

評価関連経費 600,000円 

合計  25,000,000円 

選定理由 

農・福・育連携モデルという新しい仕組みづくりの提案や、能動的アプローチに加え、独

創的な工夫がなされた提案であると共に、他地域展開を想定したパッケージ開発や運営マ

ニュアル等の無償提供など、他地域への波及が念頭に置かれていることが評価されまし

た。  

  
  
※助成額は実行団体よりご提出いただきました事業計画書・資金計画書に基づき算定しております。  
  


